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　朝日小学校のお話しは明治時代の晩年から始まり

ます。当時、去童地区（サルワラベ：現在の朝日）と

姉去地区（アネサル：現在の大富）の通学区は日新尋

常小学校（現在の新冠小学校）でした。しかし、開拓

が進まない道の中で、近くても６㎞、遠い家だと 10

㎞以上もある通学距離は、親として最大の悩みでした。

　地域の入植が進むなか世帯数も増加し、この地区

では学校の設置を望む声が高まりました。地域の

方々は寄附を募り、校舎建築のための資金を集めて

学校設置の要望を出しました。始めは学校設置が決

定しましたが、教師を確保できず計画は中止となり、

そのまま数年を過ごすことになりました。

　しかし、状況は大正元年（1912 年）に変わります。

姉去地区にアイヌ学校があり、そこには分け隔てな

く去童地区と姉去地区の子ども達が通っていました

が、この学校が沙流郡貫気別に移転する話しが出て

きました。

　このままでは付近に学校が存在しなくなる危機が

訪れましたが、同時にこの状況を受けて再び学校の

設立が望まれるようになりました。

　大正５年（1916 年）３月にアイヌ学校の移転が

確定し、去童地区と姉去地区は協力して学校設立に

向けて動きました。

　まず、御料牧場から約２，１００坪の土地を無償

で借りました。その後、寄付金を募り、当時の金額

で約５００円の資金を集めて校舎を建築し、地域の

方々は村に校舎を寄附しました。そして、大正５年

６月 12 日に日新小学校去童特別教授場が開校し、

これが朝日小学校のはじまりとなりました。

（注）昭和24年4月1日から朝日小学校で中学校授業が

始まっていますが、新冠中学校去童分校として

正式承認されたのは、昭和25年４月17日となっ

ております。
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特集 朝日小学校を振り返る

令和５年度をもって１０８年の歴史に幕を閉じる朝日小学校。多くの児童の学び舎であり
ました。そこで、８月号から２回に渡って朝日小学校の歴史を振り返ります。

　朝日小学校のはじまり

　学校名は今も昔も「名称」と「学校の種類」で成

りたっています。朝日小学校のはじまりとなった日

新小学校去童特別教授場は、現代風に言うと「日新

（現在の新冠小学校）」という名称の「小学校の去童

（朝日）地区付属教室」という意味になります。

　学校名が初めて変わったのは、大正７年（1918年）

６月６日になります。日新小学校からの独立が決まり

小学校に格上げとなりましたが、新しい学校名は当時

の地域名である「去童」を使わず、「新冠尋常小学校」

となりました。つまり、かつては朝日小学校が「新冠

小学校」と呼ばれていたということになります。

　新しい名称が「新冠」となった理由に正式な記録が

ありませんが、当時、町の名前が付いた学校が存在し

なかったためと考えられています。「新冠」という名

称は昭和26年（1951年）７月まで33年間続きました。

　昭和 26年８月から名称が「旭小学校」に変わり、

昭和 29 年（1954 年）６月１日から字名改正により

現在の「朝日小学校」に変わりました。「新冠」の名

称を譲ったと書いた文書も残っており、「新冠小学校」

という学校名に誇りを持っていた方もいたようです。

　学校の種類は、大正７年の日新小学校からの独立

以降、国の制度で呼び方が変わることがありました

が「小学校」という意味で統一されています。

　しかし、昭和25年

（1950 年）４月から

新冠中学校去童分校

が開校され、その後、

昭和 49 年（1974 年）

４月の中学校統合ま

で、朝日小学校と共

に朝日中学校が存在

したことは、朝日小

学校の歴史を振り返

るうえで忘れてはな

らない出来事となり

ます。

第９回（大正 14 年３月）卒業生
現在確認することができる最も古い卒業写真

朝日小学校 70 周年記念誌に掲
載されていた卒業証書台帳
左に「新冠尋常小学校」と書か
れている

　朝日小学校の名称編遷

　『なぜ、先にあった日新小学校（現在

の新冠小学校）が「新冠」という町の

名称を使っていなかったのか？』と疑

問を持った方もいるかも知れません。

　日新小学校は明治 18 年（1885 年）

に開校された新冠町で一番歴史があ

る小学校ですが、名称由来について

は正式な記録が残っておりません。

　最も有力な説として、明治時代、

新冠が「日高国新冠郡」と呼ばれて

いたことが、小学校の名称由来に

なったと言われています。

　「日高国新冠郡」は現代風に言う

と「日高管内の新冠町」という意味

になります。それで当時の人達は、

「日高国新冠郡」から「日」と「新」

を使って日新小学校となったのでは

ないかと考えられています。

　日新（現新冠）小学校の名称由来

本町にあった頃の日新小学校
（現新冠小学校）
昭和９年まで現在の本町多目的
交流センター付近にありました
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令
和
５
年
７
月
15
日
、
16
日
の
２
日
間
、
レ
・
コ
ー
ド
館
第
２

駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
27
回
に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
祭
り
」

が
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
宵
宮
祭
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
、
予
定
し
て

い
た
新
冠
判
官
太
鼓
の
演
奏
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
冠
町

出
身
の
向
井
成
一
郎
さ
ん
に
よ
る
シ
ョ
ー
と
氷
川
若
衆
会
を
中
心

と
す
る
周
慶
み
こ
し
の
練
り
歩
き
は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

16
日
の
本
祭
り
は
天
候
が
回
復
し
、
イ
ベ
ン
ト
が
全
て
予
定
通

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
を
子
ど
も
み
こ
し
が
練
り
歩
き
、
診
療

所
や
商
工
会
前
で
は
、
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
や
新
冠
判
官
太
鼓

の
演
奏
、
周
慶
み
こ
し
の
練
り
歩
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
は
、
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
ス
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
新
冠

フ
ラ
サ
ー
ク
ル
の
踊
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
旭
川
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
児
玉
梨
奈
さ
ん
、

札
幌
在
住
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の
清
水
ま
こ
と
さ
ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
の
出
場
歴
も
あ
る
田
川
寿
美
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
よ

り
会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
は
、

新
冠
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
27
回 

に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と
祭
り

　

７
月
９
日
に
、
ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
で
新

冠
民
族
文
化
保
存
会
が
講
師
と
な
り
、
ア

イ
ヌ
文
化
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
イ
チ
ャ
ル
パ
の
儀
式
な
ど
で

食
べ
る
コ
ン
ブ
シ
ト
（
昆
布
団
子
）
作
り

の
料
理
教
室
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
昆
布

を
油
で
揚
げ
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
ふ

れ
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ア
イ
ヌ
文
様
の
刺
繍
教
室

が
行
わ
れ
、
装
飾
や
魔
除
け
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
た
文
様
を
形
作
る
「
チ
ェ
ー
ン
ス

テ
ッ
チ
」
と
い
う
技
法
を
学
び
な
が
ら
、
思

い
思
い
の
作
品
へ
と
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
体
験
教
室
は
、
今
後
も
開

催
す
る
予
定
で
す
。

ア
イ
ヌ
文
化
に
ふ
れ
る

体
験
教
室
を
開
催

　

７
月
８
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

町
民
27
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
昭

和
30
年
災
害
を
経
験
し
た
町
田

登
氏
、
大
下
謙
二
氏
を
講
師
に

招
き
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
・
サ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
「
昭
和
30
年
災
害
を
振

り
返
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
氏
は
写
真
を
交
え
な
が
ら

当
時
の
被
害
状
況
や
様
子
に
つ

い
て
説
明
し
、
災
害
に
備
え
て
、

日
ご
ろ
か
ら
避
難
訓
練
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
「
防
災
」
が
テ
ー
マ

プ
ラ
ス
ワ
ン
・
サ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

７
月
６
日
、「
第
44
回
ス
タ
ル

ヒ
ン
杯
争
奪
全
道
軟
式
野
球
大

会
」
の
出
場
が
決
定
し
た
、
新
冠

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小
学

６
年
生
５
名
が
鳴
海
町
長
を
表

敬
訪
問
し
、抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
は
７
月
15
日
か
ら
旭
川
市

で
開
催
さ
れ
、
惜
し
く
も
初
戦
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
23
日

に
「
２
０
２
３
Ｆ
Ｂ
Ｃ
・
Ｕ—

12

日
高
支
部
予
選
大
会
」
で
優
勝
し
、

二
大
会
連
続
で
全
道
大
会
出
場
の

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

全
道
大
会
で
の
健
闘
を
誓
う

　

７
月
13
日
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
特
別
体
験
事
業
と
し
て
、

陶
芸
館
で
陶
芸
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
10
名
の
児
童
は
、

新
冠
陶
芸
サ
ー
ク
ル
指
導
の
も

と
、
土
の
感
触
を
楽
し
み
な
が

ら
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
が
作
品
を
素
焼
き
し
て
児
童

達
が
色
付
け
を
行
い
ま
す
。
完

成
し
た
作
品
は
、
町
民
文
化
祭

で
展
示
を
す
る
予
定
で
す
。

陶
芸
サ
ー
ク
ル
の
会
員
と
共
に

子
ど
も
達
が
陶
芸
に
挑
戦

　

７
月
20
日
、
中
体
連
全
道
大
会

に
出
場
す
る
新
冠
中
学
校
生
徒
14

名
が
、
鳴
海
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
美
馬
宏
哉
主
将
が
抱

負
を
述
べ
、
町
長
か
ら
生
徒
に
対

し
、
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
場
種
目
は
、
陸
上
、
柔
道
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
の
４

種
目
で
、
７
月
25
日
か
ら
８
月
５

日
に
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

中
体
連
全
道
大
会

出
場
選
手 

健
闘
誓
う

その１
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その１

新冠町農業委員の紹介
　新冠町農業委員の任期満了に伴い、

新たに農業委員として新冠町長から

任命された 11名を紹介します。

　改選後、最初の総会が７月20日（木）

に開催され、会長に金子正人さん、

会長職務代理者に飛渡清一さんが選

任されました。

　任期は、令和５年７月 20日から令

和８年７月19日までの３年間です。

　８月は、北方領土返還要求運動強調月間です。

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向

けた外交交渉の展開を強く要望する道民世論の結

集が何よりも必要となります。

　1 人 1 人の返還に向けた思いを結集し、北方領

土の返還を実現するため、多くの方々の署名への

ご協力をお願いします。

〇署名コーナーの設置期間と場所

・期　間　８月１日～ 31 日

・場　所　役場庁舎１階ロビー

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

　　　　  ☎ 0146・47・2498

北方領土返還要求運動強調月間　署名コーナー設置のお知らせ

北方領土マスコット

「エリカちゃん」

金子　正人委員

【担当地区】
全地域

佐々木　碧委員

【担当地区】
緑丘、古岸
明和、新栄

若園、泉・岩清水

鎌田　直樹委員

【担当地区】
共栄、東川
新和、美宇
太陽、里平

中本　隆志委員

【担当地区】
市街地・高江、朝日
東泊津、西泊津
節婦町・大狩部

梶川　憲一委員

【担当地区】
大富、万世

明和、新栄、若園
泉・岩清水

飛渡　清一委員

【担当地区】
市街地・高江
朝日、大富、万世
緑丘、古岸

泉澤　敬治委員

【担当地区】
緑丘、古岸
明和、新栄

若園、泉・岩清水

山本　将之委員

【担当地区】
共栄、東川
新和、美宇
太陽、里平

前田　晃委員

【担当地区】
市街地・高江、朝日
東泊津、西泊津
節婦町・大狩部

橋本　浩委員

【担当地区】
東泊津、西泊津

大富、万世
節婦町・大狩部

庄野　照彦委員

【担当地区】
共栄、東川
新和、美宇
太陽、里平

●問い合わせ先

　農業委員会事務局　☎ 0146・47・2472

小
学
校
統
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
流
事
業

ア
ー
ト
体
験
事
業
「
空
想
の
学
校
」

　

７
月
21
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
「
新
冠
町
戦
没

者
追
悼
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
で
新
冠
町
戦
没

者
遺
族
会
は
解
散
し
ま
し
た
が
、

追
悼
式
は
遺
族
の
要
望
を
受
け

て
継
続
実
施
さ
れ
、
遺
族
や
来

賓
な
ど
23
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

追
悼
式
式
辞
で
鳴
海
町
長
は

「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
平
和
の
尊
さ
を

未
来
へ
語
り
継
ぎ
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
和
の
誓
い
を
新
た
に

令
和
５
年
度
新
冠
町
戦
没
者
追
悼
式

　

６
月
22
日
、
日
高
町
役
場
で

４
月
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
、
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
㈱
ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
関

連
会
社
の
ガ
イ
ア
㈱
（
前
田
幸

治
代
表
）
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
福
田
洋
志
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
出
席
し
、「
３
頭
の

ダ
ー
ビ
ー
馬
を
輩
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
寄
附

し
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
７
月
号
に
お
い
て
、
㈱

ノ
ー
ス
ヒ
ル
ズ
の
法
人
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
す
る
と
と

も
に
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ガ
イ
ア
㈱
に
感
謝
状
贈
呈

当
町
を
含
む
３
町
へ
多
額
の
寄
附

　

８
月
１
日
か
ら
神
宮
球
場
で

行
わ
れ
る
、
第
51
回
リ
ト
ル
シ

ニ
ア
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
新
冠
中
３
年
の
樋
渡
咲
之

介
さ
ん
が
７
月
21
日
、
鳴
海
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

樋
渡
さ
ん
は
、
日
高
管
内
の

硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
日
高
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
」
に
所
属
し
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
ラ
イ
ト
と
投
手
。
浦

河
町
で
週
４
日
の
練
習
に
励

み
、「
チ
ャ
ン
ス
で
活
躍
し
、

チ
ー
ム
の
勝
利
に
導
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

樋
渡
咲
之
介
さ
ん
が

硬
式
野
球
全
国
大
会
の
出
場
を
報
告

　

７
月
22
日
、
小
野
寺
誠
さ
ん

の
農
園
（
字
美
宇
）
で
小
学
３

年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
、
ピ
ー

マ
ン
収
穫
体
験
が
開
催
さ
れ
、

10
名
の
児
童
と
保
護
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
小
野
寺
さ
ん
か
ら

仕
事
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
と
ヘ

タ
切
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
収
穫
し
た
新
鮮
な

ピ
ー
マ
ン
を
試
食
し
ま
し
た
が
、

店
頭
の
物
よ
り
も
お
い
し
い
と
、

驚
き
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
達
を
対
象
に

ピ
ー
マ
ン
収
穫
体
験
事
業
を
実
施

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
加
賀
城
匡
貴
さ
ん
を

招
き
、
７
月
３
日
か
ら
新
冠
小
学
校
、
朝
日

小
学
校
の
両
校
で
ア
ー
ト
体
験
事
業
を
開

催
し
ま
し
た
。
事
業
の
テ
ー
マ
は
「
空
想
の

新
し
い
学
校
」
で
、
児
童
は
校
内
に
あ
る

物
や
模
様
な
ど
を
人
や
動
物
に
見
立
て
て
、

新
し
い
学
校
の
仲
間
探
し
を
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
両
小
学
校
の
児
童
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し
て
交
流
事

業
が
開
か
れ
、
朝
日
小
学
校
内
に
設
け
た

24
個
の
見
立
て
作
品
を
探
す
ゲ
ー
ム
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
が
調
理
し
た
カ
レ
ー
を
食
べ

て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

30
日
は
、
校
内
見
立
て
作
品
の
お
披
露

目
会
が
開
か
れ
、
朝
日
小
学
校
は
即
席
の

美
術
館
と
な
り
ま
し
た
。

その2

「見立て」によって生まれた作品
『体育館から　見ている　りきし』
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役場からのお知らせ
－ Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

８
月

16日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座

保健センター

18日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布

22日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

９
月

８日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談

12日（火） 13：00～16：30 フッ素塗布

13日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座 町民センター

　ＮＨＫ室蘭放送局と新冠町では、おかあさん

といっしょ宅配便「ファンターネ！小劇場」を

実施します。

　このイベントは、“ファンターネ！の仲間たち”

が繰り広げる楽しいステージショーです。

○日　時　９月 30 日（土）１日２回公演

　【１回目】　

　開場：午前 11 時　開演：午前 11 時 30 分

　　　　　　　　　 終演：午後 ０時 15 分

　【２回目】　

　開場：午後１時 30 分　開演：午後２時

　　　　　　　　　　　 終演：午後２時 45 分

○会　場　レ・コード館　町民ホール

○主　催　新冠町、ＮＨＫ室蘭放送局

○出演者

　ファンターネ！の仲間たち（みもも、やころ、

ルチータ）、うたのおねえさん　

※「おかあさんといっしょ」に出演しているう

たのおねえさんではありません

○申込方法　「ＷＥＢ」で受け付けます。

○受付期間　８月 25 日（金）まで

○その他

・入場無料です。

・詳細は、ＮＨＫ室蘭放送局のホー

ムページをご覧ください。

・応募多数の場合は抽選となります。

●問い合わせ先

　教育委員会社会教育課　☎ 0146・45・7833

　ＮＨＫ札幌放送局　　　☎ 011・232・4040

おかあさんといっしょ宅急便「ファンターネ！小劇場」を開催

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆早川　憲吾 （白菜 12玉）

☆ルナ美容室 

（ティッシュ 50箱、タオル 30枚、古布１袋）

☆吉田　和江

 （レタス 35 玉、サニーレタス 15 玉）

☆藤原　まさ子 （古布１箱）

☆中地　雅子 （古布２袋）

☆ボランティアグループあゆみ （カット布５袋）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布４袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆籾山　国仁 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆石田　正胤 （古切手２袋）

☆匿　名 （古布１袋）

☆匿　名 （古布１袋、ハンドソープ８個）

その２

　町内で一定面積以上の土地取引を行った場合、

国土利用計画法の規定に基づき、土地の権利取

得者（買主等）は、町へ届け出が必要となります。

○届け出の対象となる面積

①市街化区域で、2,000 平方メートル以上の取引き

②市街化区域以外の都市計画区域で、5,000 平方

メートル以上の取引き

③都市計画区域外で、10,000 平方メートル以上

の取引き

※新冠町では、③が届け出の対象となります。

※個々の土地面積が小さくても、譲受人（権利取得

者）が同一の目的のために購入した土地が、最終的

に上記面積以上のひとまとまりの土地となる場合

は、一団の土地として届け出の対象になります。

○提出書類（各３部）

・土地売買等届出書

・土地売買等契約書の写し

・土地の位置図（縮尺５万分の１以上）

・土地や付近の図面（縮尺５万分の１以上）

・土地の形状の図面（縮尺２千５百分の１）

○届出期限

　契約（予約を含む）締結日より２週間以内

※提出期限を過ぎた場合でも、届出書の提出に

ご協力願います。

○罰　則

　届け出を行わなかった場合、６カ月以下の懲

役、または１００万円以下の罰金に処されるこ

とがあります。

　詳しくは町ホームページをご覧ください。

https://www.niikappu.jp/gyose/2018-

totitorihiki.html

●問い合わせ・届出書提出先

　企画課まちづくりグループ企画係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2498

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安

定・自立促進に寄与することにより、その家庭に

おいて養育されている子どもの福祉増進のために

支給される手当です。

　婚姻の解消や配偶者の死亡によりひとり親とな

り、子ども（18 歳に達する日以後の最初の３月

31 日まで、障がいがある場合は 20 歳未満まで）

を監護する母や父などに支給されます。

〇提出書類

・児童扶養手当現況届　【全ての受給者】

・一部支給停止適用除外事由届　【①～④に該当する方】

①支給開始月から５年を経過する予定の方（※）

②支給要件に該当した日の属する月から数えて７

年を経過する予定の方（※）

③認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児

童が３歳に達した日の属する月の翌月初日から数

えて５年を経過する予定の方（※）

④既に上記①～③の期間を経過した方

※令和５年８月から令和６年７月までの間に期間

を経過する方が対象です。

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2112

一定面積以上の土地取引は届け出が必要です

児童扶養手当の受給者は８月中に届出が必要です

ⒸＮＨＫ

　改正道路交通法（令和５年４月１日施行）に
より、全ての自転車利用者について、乗車用ヘ
ルメットの着用が努力義務となりました。
　自転車事故で亡くなられた方の約６割は頭部
損傷が主因で亡くなられています。頭部を保護
する乗車用ヘルメットを正しく着用することは
命を守ることにつながります。大人も子どもも
ヘルメットを着用して、自転車を安全に利用し
ましょう。

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ

　　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2112

自転車利用時はヘルメットの着用が
努力義務となりました

・内　容　　

　①おしゃべりルーム『しゃぼんだま』

　②チャイルドランド『びっくり箱の読み聞かせ』

・開催日時　①８月17日（木）10時～11時30分

　　　　　　②９月 ７日（木）10時～11時30分

・申込期間　① 8月15日（火）まで

　　　　　　②９月 ５日（火）まで

・定　員　　５～６組（０歳～就学前）

●問い合わせ先

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

子育て支援センター事業のお知らせ

Web申込
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O A・文具
リバティーはしもと

　
　
　

　

ま
つ
か
わ
は
、
カ
レ
イ
類
の

中
で
も
最
上
と
さ
れ
る
高
級
魚

で
す
が
、
近
年
は
、
漁
獲
量
が

激
減
し
た
た
め
「
幻
の
魚
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
資
源
回
復
を
目

的
に
、
函
館
市
古
部
町
か
ら
え

り
も
町
東
端
ま
で
の
太
平
洋
海

域
で
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
が
発
令
さ
れ
「
全
長
35

㎝
未
満
の
ま
つ
か
わ
を
採
捕
し

た
場
合
は
、
漁
業
者
も
釣
り
人

も
速
や
か
に
海
中
に
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
３
２
８

　

町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、

次
の
と
お
り
全
道
統
一
試
験
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方

は
、
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
称
　
令
和
５
年
度
北
海
道
排
水

　

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

○
試
験
日
及
び
場
所

　

10
月
18
日
（
水
）　

苫
小
牧
市

　

10
月
20
日
（
金
）　

札
幌
市

○
時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
受
付
期
間

　

８
月
17
日
（
木
）
～
８
月
28
日
（
月
）

○
手
数
料
　
受
験
料
７
０
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
建
設
水
道
課
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
５
１
８

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口

を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
偶
数
月

に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
面
接

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
面
接
相
談
日
は
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な

ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日
　
時　

８
月
23
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場
　
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

行
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
の
相
談

は
、
総
務
省
か
ら
嘱
託
さ
れ
た

行
政
相
談
委
員
が
受
け
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
よ

り
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、
「
き
く
み
み
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を

町
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
（
問
い
合
わ
せ
・
苦

情
・
要
望
）
を
投
函
用
紙
に
記

入
の
う
え
、「
き
く
み
み
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

に
投
函
す
る
と
、
行
政
相
談
委
員

が
解
決
に
向
け
て
対
応
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
設
置
場
所　

レ
・
コ
ー
ド
館

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
北
海
道
管
区
行
政
評
価
局

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
１
１
０
０

総
務
省
行
政
相
談
委
員　

東　

義
海

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
３
１
９
２

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い

と
思
わ
れ
て
い
る
方
に
向
け
た

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
職
相
談
も
歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無

料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
22
日
（
火
）

　

13
時
30
分
～
15
時
（
先
着
順
・
予
約
可
）

○
対
象　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
49

歳
の
方
、
ご
家
族

○
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

○
内
容　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

セ
ン
タ
ー
開
設
日

８
月-

21
日
（
月
）・
23
日
（
水
）

　
　
　

28
日
（
月
）・
30
日
（
水
）

９
月-

４
日
（
月
）・
６
日
（
水
）

　
　
　

11
日
（
月
）・
13
日
（
水
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

ま
つ
か
わ
資
源
保
護
の
お
願
い

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

おうちごはん屋 「えましあ」
８月１３日（日）グランドオープン

地場産野菜直売所、北海道・全国の
障がい就労支援事業所の商品、手作りの
弁当や惣菜を販売します。皆様のご来店
を心よりお待ちしております！

場所：にいかっぷキッチン内

（新冠町字中央町1-20）

心
配
ご
と

相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

広告主募集中！
　１カ月あたりの広告料は、

ホームページが10,200円、広報

誌は3,000円となっております。

　詳しくは、担当まで。

●問合せ先：企画課広報統計係
　　　　　　☎ 0146・47・2498

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

行
政
相
談
投
函
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
つ
い
て

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

～古布を集めています～

　ご自宅に古シーツや古着

などの布製品がありました

ら、老人ホーム恵寿荘・新

冠町社会福祉協議会にご持

参ください。
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今月の一冊

木挽町のあだ討ち
永井 紗耶子著／新潮社

　雪の降る夜、芝居小屋のすぐ

そばで、美しい若衆によるみご

とな仇討ちが成し遂げられた。

２年後、ある若侍が大事件の

顚末を聞きたいと木挽町を訪れ

る。芝居者たちの話から炙り出

される真相は…。第 169 回直木

賞受賞作。

新着ガイド
世界のヘンな研究 五十嵐 杏南

障害者支援員もやもや日記 松本 孝夫

90歳、老いてますます日々新た   樋口 恵子

ティラノサウルス解体新書 小林 快次

命を守るバイク術 近田 茂

さっと!つるっと!夏麵 重信 初江

ポンコツ一家 にしおか すみこ

アニメと漫画と楽しい仲間 鈴木 伸一

面白くて眠れなくなる日本語学  山口 謠司

鈍色幻視行 恩田 陸

11文字の檻 青崎 有吾

地図と拳 小川 哲

ボクと、正義と、アンパンマン やなせ たかし

くもをさがす 西 加奈子

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30 朝日小学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

８月 18 日

23 日

24 日

25 日

９月７日

14 日

15 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
８月23日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

８月26日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　感染予防対策へのご協力をお願いいたします。

状況によって中止となる場合がございます。

☆新しい大活字本入りました！！
　新しく大活字本が入荷しました。大活字本とは

一般書籍より文字が大きく、読みやすいよう行間

等を考慮した図書です。貸出冊数の制限はなく、

２週間借りられます。また、貸出中の場合には予

約ができます。

　図書プラザには約９００冊の大活字本がございま

すので、ぜひご利用ください。

○大活字本

『おひとりさまの老後　上・下』上野　千鶴子

『池田屋乱刃　上・下』　 　　　伊東　潤

『ツリーハウス　上・中・下』　 角田　光代

『雷神の筒　上・下』　　　　 　山本　兼一　

『慈雨　上・下』　　　　　　 　柚月　裕子　ほか

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザＨＰ

　

太
陽
に
と
て
も
珍
し
い
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
名
も
「
記
念
碑　

一
本
の
鍬
」。

　

碑
は
墓
石
を
思
わ
せ
る
形
が
通
常
で
す
が
、

こ
れ
は
「
鍬
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

太
陽
の
方
々
は
、
開
拓
の
苦
労
を
忘
れ
ず
、
後

世
に
伝
え
よ
う
と
こ
の
独
創
的
な
碑
を
建
立
し

ま
し
た
。
碑
文
に
は
、
未
開
の
地
に
開
拓
の
鍬

を
お
ろ
し
た
熱
い
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
碑
文
】

　

第
二
次
大
戦
後
、
食
糧
増
産
の
た
め
満
州
引

揚
者
、
帰
農
者
が
新
冠
御
料
牧
場
の
一
角
に
入

植
し
昼
間
も
暗
き
密
林
に
開
墾
の
鍬
を
お
ろ
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
幾
多
の
困
難
と
風
雪
に
耐

え
忍
び
今
日
の
繁
栄
を
見
る
。
こ
の
先
代
の
偉

大
な
る
開
拓
精
神
を
た
た
え
後
世
に
伝
え
ん
と

こ
の
「
一
本
の
鍬
」
を
制
作
し
た
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
㉜

　『
記
念
碑 

一
本
の
鍬
（
太
陽
）
』

一生つながってい

れる友達がほしい

です。その友達と

一緒に毎日笑って

過ごしたいです。

白浜　志織

私は、友達とフラン

スのパリに行って有

名なバレエ団の発表

を見て、おいしい料

理を食べたりして旅

行したいです。

髙井　雪華

プ ロ 野 球 選 手 に

なってホームラン

を打って活やくし

たい。

坂本　好誠

私の夢は、パティ

シエです。５さい

の時からの夢です。

もう一つは、姉妹

３人で、ユーチュー

ブをしたいです。

杉山　和奏

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

ぼくの夢は、お金

を貯金してアメリ

カに行くことです。

アメリカに行って

景色を見たいから

です。

杉山　歩紀

○記念碑　一般の鍬

　（きねんひ　いっぽんのくわ）

　建立年　平成９年９月吉日

　所在地　太陽（木の皮学校保存室近く）

　高　さ　約１．７メートル
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秋の全国交通安全運動（９/21 ～９/30）が実施されます！
　〇子供と高齢者をはじめとする歩行者の安全の確保

　〇夕暮れ時と夜間の事故防止と歩行者の保護など安全運転意識の向上

　〇自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底

　〇飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶　　　　　　　　静内警察署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
5
年
８
月
10
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

６月 21 日～７月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

尾崎　健人 ♡ 金　美穂 北星町

●お誕生おめでとうございます

宮 本 　 莉
り く

空 （ 智  優 希 ) 北星町

梅木　　 悠
はるか

 （翔平 舞子 ) 高　江

●おくやみ申し上げます

吉田　サダ 　９９歳 共　栄

山本　照子 　９２歳 節婦町

伊野　隆晴 　９０歳 東　町

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課住民係へお申し出

ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
５
年
８
月
号
（
通
巻
680
号
）

人の

うごき

人　口 5,174 人 （前月比 ＋ ２人）

　男 2,580 人 （前月比 ＋ 6 人）

　女 2,594 人 （前月比 － ４人）

世 帯 2,820 世帯 （前月比 ＋ ６世帯）
（７月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 34件 （ 33件）

201件 （206件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（０人）

２人（８人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

３件（６件）

発生件数

１件（０件）

２件（５件）

区　分

７月

５年１～７月

区　分

７月

５年１～７月

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

　

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

　
第
五
十
九
話

　

　「
御
料
地
と
ア
イ
ヌ
協
会
（
語
り
）
」

（
要
約
文
）

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
の
は
、
昭
和
20
年
８
月
15
日

で
し
た
か
ら
、
昭
和
21
年
に
静
内
の
公
民
館
に
全

道
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
代
表
が
集
ま
っ
て
、
二
日
間

の
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
が
ま
だ
三
十
代
の

頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
会
で
は
、
御
料

牧
場
を
解
放
し
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
方

向
で
決
議
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
解
放
運
動

を
展
開
す
る
た
め
、
新
冠
に
ア
イ
ヌ
協
会
を
立
ち

上
げ
た
の
で
す
。

　

御
料
牧
場
時
代
、
義
務
人
夫
と
い
う
月
に
何
回

か
牧
場
へ
働
き
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
達

が
い
ま
し
た
。
戦
後
、
こ
の
方
々
が
小
作
協
同
組

合
を
結
成
し
て
解
放
運
動
の
旗
印
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
牧
場
の
元
職
員
で
結
成
さ
れ
た
帰
農
同
盟

と
い
う
組
織
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
ア
イ
ヌ
協

会
を
含
め
た
三
つ
の
組
織
が
一
緒
に
な
っ
て
解
放

運
動
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
運
動
が
功
を
奏
し
、

新
冠
の
御
料
地
は
全
面
解
放
と
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
今
度
は
み
ん
な
土
地
が
ほ
し
い
も
の
だ

か
ら
幾
度
か
争
い
ご
と
に
な
り
、
警
察
が
出
る
よ

う
な
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
は
、
大
正
５
年
に
御
料
牧
場
の
都

合
で
平
取
の
上
貫
気
別
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
に
な
っ
て
御
料
地
が

解
放
に
な
り
、
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
が
帰
っ
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
荷
物
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
あ
ふ
れ
た
荷
物
は
自
分
た
ち
が
担
い
で
、

厚
賀
沢
の
山
道
を
歩
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ア
イ

ヌ
と
い
う
名
前
を
抱
え
て
い
た
か
ら
昔
は
差
別
の

多
い
時
代
で
し
ょ
う
、
だ
い
ぶ
も
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
よ
う
や
く
入
植
す
る
こ
と

が
で
き
、
割
り
当
た
っ
た
土
地
に
ま
っ
さ
き
に
小

屋
を
建
て
ま
し
た
。
で
も
、
支
庁
の
人
が
行
っ
た

測
量
が
だ
い
ぶ
ず
れ
て
い
た
。
当
時
の
測
量
は
正

確
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

上
貫
気
別
か
ら
入
植
し
た
年
配
の
お
ば
あ
さ
ん

は
、
踊
り
と
か
ア
イ
ヌ
文
化
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
、
成
人
の
ア
イ
ヌ
女
性
の
証
し
で
あ

る
入
れ
墨
を
口
に
し
て
い
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
私
達
は
ま
だ
若
か
っ
た
し
、
入
植
し
た
ば

か
り
と
い
う
こ
と
で
仕
事
を
一
生
懸
命
し
た
け

ど
、
そ
う
い
う
人
達
は
ア
イ
ヌ
文
化
を
守
り
、
後

世
へ
と
受
け
継
い
で
い
っ
た
の
で
す
。

【儀式を行う現在の新冠アイヌ協会】

戦後に結成されたアイヌ協会は、新

しいポロシリ生活館を拠点に、今も

脈々とアイヌ文化を未来に受け継い

でいる。


